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Fig. 1. This figure shows treatment course and PSA transition.
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A 65-year-old man received docetaxel for prostate cancer. Eight months later, we observed abdominal

free air and pneumatosis cystoides intestinalis by computed tomography. Pneumatosis cystoides intestinalis

can be caused by various etiologies. However, in the present case, multiple factors could have contributed

and we could not specify the exact cause. We reduced the dose of steroid hormone, stopped docetaxel, and

followed the patient conservatively with oral antibiotics. The pneumatosis cystoides intestinalis and free air

resolved promptly.

(Hinyokika Kiyo 65 : 523-527, 2019 DOI : 10.14989/ActaUrolJap_65_12_523)
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緒 言

Docetaxel は去勢抵抗性前立腺癌に使用する化学療

法として広く浸透している．Docetaxel 使用中の消化

管副作用は比較的稀であり，腸管嚢胞様気腫症

（pneumatosis cytoides intestinalis : 以下 PCI）の報告は，

前立腺癌に対して使用した 1例のみであったので報告

する．

症 例

患 者 : 65歳，男性

主 訴 : 貧血，PSA 高値

現病歴 : 近医より貧血精査で当院消化器内科に紹介

となったが，上部消化管内視鏡検査では胃炎のみで

あった．CT にて左腸骨領域と腹部大動脈領域に多発

リンパ節転移，また左腸骨転移疑いとなり，PSA
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Fig. 2. CT scan shows free air in abdomen (arrow
heads).
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Fig. 3. CT scan shows emphysematous changes in
intestinal tract (A, B arrow heads).

1,545.500 ng/ml と高値であったため，2015年10月当

科紹介となった．

既往歴 : 胃潰瘍，肺気腫

家族歴 : 父 : 前立腺癌

生活歴 : 喫煙 : 25本/日（20歳から）

内 服 : ランソプラゾール

検 査 : 採血 WBC 4,800/μl0，CRP 0.07 mg/dl，

ALP 616 IU/l，LDH 319 IU/l

直腸診 : 2.5横指，石様硬

2015年10月経直腸的前立腺生検を施行し，両葉から

4カ所ずつ採取した．

病理結果 : Adenocarcinoma，Gleson score 4＋4

骨シンチ : 多発骨転移:脊椎，上腕骨近位，肋骨，

骨盤，大腿骨転移疑い

治療経過 : 前立腺癌 cT3bN1M1b の診断で2015年10

月より CAB 療法（ビカルタミド，デガレリスク）を

開始した．歯科治療後にはゾレドロン酸も追加し，

PSA nadir は2016年 2 月の 0.814 ng/ml となった．

2016年 6月画像上の増悪はないものの PSA 27.426 ng/

ml と上昇を認め docetaxel に変更した．2016年 6月か

ら 2016年 11月まで docetaxel 55 mg/m2（total 95. 48

mg/body)＋プレドニゾロン 10 mg を合計 6回施行し

た．

2017年 1月 PSA 66.890 ng/ml まで上昇し，同年 2

月の CT にて回腸から上行結腸にかけて比較的広範囲

に及ぶ，腸管壁の気腫性変化と，右横隔膜下には free

air を認めた（Fig. 2，3）．PCI と診断し，docetaxel，

ゾレドロン酸を中止とし，プレドニゾロンを 7.5 mg

に減量した．発熱なく，採血上も炎症反応の軽度上昇

（WBC 12,700/μl，CRP 1.72 mg/dl）のみで，腹部所

見も乏しいため，アモキシシリン内服で外来での経過

観察とした．10日後の採血で WBC 8,100 μ/l，CRP

0.09 mg/dl と炎症反応は改善し， 2週間後の CT scan

では PCI は改善しており，free air の消失も認めた．

前立腺癌の治療は，アビラテロン，エンザルタミド

の順で使用するも画像上多発骨転移の増悪を認め，デ

カドロンに変更した．その後右眼窩内転移が判明し放

射線療法を行うも，全身状態の悪化により2018年 3月

永眠した．

考 察

PCI は腸管の粘膜下層や漿膜下層またはその両者に

多数の含気嚢胞が発生する疾患である1)．1730年に

Duvernoi によってはじめて報告された2)．腸管壊死，

敗血症を呈し死亡に至る例から症状が乏しく保存的加

療で軽快する例まで転帰は様々である．PCI は特発性

が15％，続発性が85％とされており1)，続発性 PCI は

様々な原因によって生じる．イレウスなどで腸管内圧

の上昇を認めた場合1,3)やガス産生菌感染，トリクロ

ロエチレンの暴露，また慢性肺疾患で肺胞が損傷し，

縦隔，後腹膜を経由して腸間膜や腸管壁の気腫性変化

を引き起こすとされている．また化学療法による PCI

も報告されており，去勢抵抗性前立腺癌に対して

docetaxel を使用し腸管嚢胞様気腫症を起こした本症
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Table 1. Cases of pneumatosis cystoides intestinalis during chemotherapy and molecular target drug reported in Japan

症例 年齢 性別 基礎疾患 基礎疾患に対しての化学療法 治療 予後 文献

1 80 男 前立腺癌 ドセタキセル＋プレドニゾロン イレウス管留置，抗生剤 改善 (8)

2 46 男 AIDs 関連非ホジキンリ
ンパ腫

エトポシド＋プレドニゾロン＋ビン
クリスチン＋ドキソルビシン＋シク
ロフォスファミド

酸素療法 改善 (9)

3 76 女 肺癌 カルボプラチン＋ペメトレキセド 経過観察 改善 (10)

4 55 男 慢性骨髄性白血病 ニロチニブ 酸素療法 改善 (11)

5 56 男 直腸癌 セツキシマブ 酸素療法 改善 (12)

6 71 男 肺癌 ゲフィチニブ 休薬＋経過観察 改善 (13)

7 60代 男 食道癌 5-フルオロウラシル 絶食＋抗生剤投与 改善 (14)

8 16 男 急性リンパ球性白血病 タクロリムス＋プレドニゾロン 酸素療法 改善 (15)

9 16 男 急性リンパ球性白血病 絶食，酸素療法 改善 (16)

10 83 男 肺癌 アムルビシン 酸素療法 改善 (17)

11 42 女 食道癌 シスプラチン＋5-FU 腹腔鏡観察 改善 (18)

12 61 女 小細胞癌（原発不明癌) カルボプラチン＋パクリタキセル 手術 改善 (19)

13 60 女 多発性骨髄腫 メルファロン＋プレドニン 酸素療法＋内視鏡下穿
刺，切開 改善 (20)

14 58 女 頸部食道癌 5-フルオロウラシル＋シスプラチン TPN 改善 (21)

15 40 男 食道癌 5-フルオロウラシル＋シスプラチン 経鼻胃管＋抗生剤 死亡 (22)

16 10カ月 女 白血病 詳細不明 酸素療法 改善 (23)

17 51 男 悪性リンパ腫

メトトレキセート＋ミトキサントロ
ン＋シクロフォスファミド＋ビンク
リスチン＋プレドニゾロン＋エトポ
シド

酸素療法 改善 (24)

18 58 女 悪性リンパ腫

メトトレキセート＋ミトキサントロ
ン＋シクロフォスファミド＋ビンク
リスチン＋プレドニゾロン＋エトポ
シド

酸素療法＋TPN 改善 (24)

19 42 女 急性骨髄性白血病 エノシタビン＋ダウノルビシン＋メ
ルカプトプリン＋プレドニゾロン 酸素療法 改善 (24)

20 74 男 急性骨髄性白血病 エトポシド＋ミトキサントロン 酸素療法＋TPN 改善 (24)

21 5 女 急性リンパ球性白血病
ビンクリスチン＋プレドニゾロン＋
ドキソルビシン＋L-アスパラキ
ナーゼ

絶食，抗生剤 改善 (25)

22 9 女 急性骨髄性白血病 抗生剤 改善 (25)

23 50代 男 扁桃癌＋食道癌 化学放射線療法 絶食＋抗生剤 改善 (26)

24 60 女 肺癌 カルボプラチン＋イリノテカン＋プ
レドニゾロン 経鼻胃管＋抗生剤 改善 (27)

25 57 女 卵巣癌 イリノテカン 手術 改善 (28)

26 70代 男 肺癌 シスプラチン＋イリノテカン 手術 死亡 (29)

27 56 男 直腸癌 (30)

28 65 男 前立腺癌 ドセタキセル＋プレドニゾロン 抗生剤 改善

例と同様の例が 1例報告されている4)．一方 docetaxel

と併用していたステロイドによる影響も報告されてい

る．仕組みとしてはステロイドホルモン投与による腸

管粘膜下リンパ組織の減少による粘膜の脆弱化や，ス

テロイドホルモン自体の影響で粘膜抵抗性を減弱させ

粘膜修復過程を阻害するなどの機序が提唱されてい

る5)．

結果として本症例の PCI の原因は，○1 喫煙による

慢性咳嗽や，便秘などによる腸管内圧の上昇，○2

COPD による肺胞損傷とそれに伴う腸管の気腫性変

化，○3 ステロイドホルモン投与の影響，○4 docetaxel

の副作用が挙げられ原因の同定には至っていない．た

だ今回は docetaxel 使用開始後に発症しており，発症

後 docetaxel は中止した一方で，ステロイドは減量に

留めていた．このような経過で PCI の速やかな改善

が認められたので，われわれは docetaxel による抗癌

剤治療関連の PCI が最も疑わしいと考えた．機序の

報告はまだなされていないが，docetaxel は消化管副

作用として腸管穿孔や大腸炎，イレウスなどが添付文

書に記載されている．腸炎に関しては荒瀬らが去勢抵

抗性前立腺癌に対して，Carrion らや堅田らが子宮体

癌や乳癌に対して使用し，その合併症として報告して

いる6,7)．Docetaxel 関連の腸炎の種類として報告され

ているのは虚血性大腸炎，偽膜性腸炎，好中球減少性

腸炎が挙げられ6,7)，腸炎が重症化し腸管壁に気腫性

変化を起こした可能性があるが，本症例では腹痛や下

痢などの腹部症状は乏しく因果関係ははっきりしな

い．
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岩崎らの報告にて本邦での抗癌剤治療中に腸管嚢胞

様気腫症を合併した症例は13例挙げられている8)．今

回は分子標的薬使用例も含め再検索したところ，自験

例も含め28例確認できた（Table 1）．症例は男性16

例，女性は12例で年齢は 0∼83歳（中央値56.5歳）で

あった．分子標的薬使用例は 5例であり，原疾患は血

液疾患が11例で最も多く，消化器系が 7例，肺癌が 5

例と続いた．

治療法は28例中25例が保存的治療を選択している．

保存的治療としては高濃度酸素療法や高圧酸素療法が

多く（11例），報告例全例で改善を認めている（11/

11例）．胃管やイレウス管を留置している例（ 4例 : 1

例胃瘻造設）や，自験例のように抗生剤のみで経過を

みている例もあるが，保存的治療で改善を認めている

症例がほとんどである．一方手術症例は全身状態が悪

い症例や，保存的治療で改善しない場合に行われるこ

とが多い．死亡した 2例は PCI が増悪し，門脈ガス

血症を伴う腸管壊死の状態となっていた．門脈ガス血

症を伴う腸管壊死の死亡率は60％程度との報告もあ

り，画像検査で同様の所見を認めた場合は早急な治療

介入が必要である．

以上より全身状態が落ち着いているような PCI に

対しては保存的加療が可能であり，さらに酸素療法併

用が勧められる．ただ重症化すると死亡例も報告され

ているので，手術療法をためらうべきではないことは

留意すべき点である．

結 語

今後悪性疾患に対して化学療法以外にも分子標的薬

や免疫チェックポイント阻害剤など治療薬の選択肢は

増々広がっていくことが予想されるため，PCI も副作

用の 1つとして念頭に置くことが必要と考えた．
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